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障害による歩行障害が 5 歳以降出現し， 10歳以降に顕著化することが，示唆された。
②うち 3 例(失調性歩行を示すもの 2 例，痘性歩行を示すもの 1 例)のA群XP患者に対し，塩酸エ
ペリゾン製剤 (3 昭/kg/day) 投与前と，投与開始 3 カ月後に，歩行障害の臨床的評価と，歩行パター
ン分析を行った。臨床的評価では，年長で，より障害の強い 2 例(失調性歩行を示すもの 1 例，痘性歩












A群色素性乾皮症では 5--6 歳以降神経障害のために歩行障害が出現するo 本症患者の歩行障害を臨
床生理学的，動作学的に検討するため，自然、歩行時の大腿四頭筋，ハムストリング，前腔骨筋，腕腹筋
における表面筋電図パゾグラムを検し歩行パターン分析を行なった。
その結果，歩行障害が脊髄小脳のレベルを含めた上位中枢性障害により生じ，それに対して，塩酸エ
ペリゾン製剤が有効であることを認め本分析法が，神経障害進行度の判定薬剤の効果判定に有用に
用いられることを示した点で，本論文は価値あるものと思われる。
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